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(百万円未満切捨て)

１．2027年６月期第１四半期の業績（2026年７月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年６月期第１四半期 497 27.8 4 － △3 － △3 －

2026年６月期第１四半期 389 △27.4 △65 － △71 － △71 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年６月期第１四半期 △1.49 －

2026年６月期第１四半期 △28.40 －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年６月期第１四半期 1,997 356 17.9

2026年６月期 1,998 354 17.8
(参考) 自己資本 2027年６月期第１四半期 356百万円 2026年６月期 354百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年６月期 －

2027年６月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年６月期の業績予想（2026年７月１日～2027年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,751 22.2 109 57.9 69 106.0 67 △4.0 26.42

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年６月期１Ｑ 2,561,860株 2026年６月期 2,539,060株

② 期末自己株式数 2027年６月期１Ｑ 3,217株 2026年６月期 2,017株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年６月期１Ｑ 2,546,170株 2026年６月期１Ｑ 2,514,434株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断される一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページの
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）
四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ウェブサイトにも掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果を背景に、緩やかな回復

基調となりました。一方で、継続的な物価上昇や為替相場の変動に加え、地政学リスクの深刻化や自然災害の影響

等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社が属する情報サービス産業においては、企業における業務効率化・競争力強化を図るためのIT投資意欲は堅

調に推移しております。DXの推進に加え、生成AIをはじめとするAI技術の高度化を背景に、IT投資需要は今後も高

い水準で推移するものと見込まれております。

このような環境の中、当社はスーパーマーケット・ディスカウントストア等、小売業のお客様を中心に、キャッ

シュレス決済サービスにおける取扱ペイメント及び取扱端末を拡充し、個々のお客様のニーズに沿ったソリューシ

ョンを提供することでマーケットターゲットの拡大に取り組んでおります。

また、売上拡大に努める一方、固定費を中心としたコスト低減に継続して取り組んでおります。

さらに、当社は、当社のその他関係会社である株式会社トランザクション・メディア・ネットワークス（以下、

「TMN社」といいます。）と資本業務提携契約を締結しており、決済事業領域におけるTMN社と当社のサービス・機

能を組み合わせることにより事業拡大を図り、より便利で安全な決済インフラの創出を目指しております。

以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は497,494千円（前年同四半期比27.8%増）、営業利益は4,101

千円（前年同四半期は営業損失65,789千円）、経常損失は3,785千円（前年同四半期は経常損失71,403千円）、四半

期純損失は3,785千円（前年同四半期は四半期純損失71,403千円）となりました。

セグメント別の経営成績は以下の通りです。

（ペイメントインテグレーション事業）

ペイメントインテグレーション事業は、受託開発売上は減少したものの、端末販売が堅調に推移し、前年同期に

比べて増収となりました。端末販売の増加に伴い端末原価等が増加し、セグメント利益は黒字化には至りませんで

した。

以上の結果、売上高は253,494千円（前年同四半期比79.3%増）、セグメント損失（営業損失）は4,355千円（前年

同四半期は58,638千円のセグメント損失）となりました。

（ペイメントサービス事業）

ペイメントサービス事業のうち、決済ASPサービス、保守運用サービスの提供等は、ストック売上として計上して

おります。当第１四半期累計期間においては、受託開発や端末販売等のフロー売上に伴うストック売上の増加要因

はあったものの、一部顧客における取引見直し等の影響により減収となりました。

また、サブスクについては、継続的なサービスの提供による分はストック売上として計上しておりますが、決済

端末貸与分については、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）を適用し、リース取引開始日に

売上高と売上原価を計上しております。当第１四半期累計期間において、サブスク売上は大きな増減はありません

でした。

セグメント利益については、継続的なコスト低減に取り組み、前年同期に比べて増益となりました。

以上の結果、売上高は244,000千円（前年同四半期比1.5%減）、セグメント利益（営業利益）は17,913千円（同

331.8%増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前事業年度末と比べて7,250千円減少し、1,496,818千円となりました。これは主に、現金及び預金

が210,667千円、商品が93,347千円、前払費用が9,648千円増加した一方、売掛金及び契約資産が293,297千円、仕掛

品が2,160千円、リース投資資産が9,270千円、前渡金が13,515千円、未収入金が2,517千円減少したことによるもの

であります。固定資産は、前事業年度末と比べて6,649千円増加し、501,116千円となりました。これは主に、有形

固定資産が16,779千円、投資その他の資産が1,317千円増加した一方、無形固定資産が11,446千円減少したことによ

るものであります。

この結果、当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ600千円減少し、1,997,935千円と

なりました。
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（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて36,592千円増加し、1,218,861千円となりました。これは主に、第１四半期に

おいては賞与引当金の計上17,031千円があったこと、短期借入金が36,500千円、契約負債が113,750千円、預り金が

5,593千円増加した一方、買掛金が18,029千円、1年内返済予定の長期借入金が15,113千円、未払金が58,166千円、

未払法人税等が5,983千円、未払費用が9,802千円、未払消費税等が30,583千円減少したことによるものでありま

す。固定負債は、前事業年度末と比べて39,108千円減少し、422,377千円となりました。これは主に、リース債務が

13,430千円増加した一方、長期借入金が52,539千円減少したことによるものであります。

この結果、当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ2,515千円減少し、1,641,238千円

となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて1,914千円増加し、356,696千円となりました。これは主に、新株予約権の

行使により、資本金及び資本準備金がそれぞれ2,850千円増加した一方で、四半期純損失の計上により利益剰余金が

3,785千円減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年６月期ではペイメントインテグレーション事業の端末販売を下期に見込んでおり、2026年８月14日に公表し

た通期業績予想から変更ありません。

今後の動向を踏まえ、業績予想の修正が必要と判断した場合は、速やかにお知らせいたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 692,898 903,565

電子記録債権 2,886 2,300

売掛金及び契約資産 496,838 203,540

商品 167,272 260,619

仕掛品 8,752 6,591

リース投資資産 78,853 69,583

その他 56,567 50,617

流動資産合計 1,504,069 1,496,818

固定資産

有形固定資産 20,282 37,061

無形固定資産

ソフトウエア 304,159 284,076

その他 116,118 124,754

無形固定資産合計 420,278 408,831

投資その他の資産 53,905 55,223

固定資産合計 494,466 501,116

資産合計 1,998,536 1,997,935
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 30,166 12,136

短期借入金 623,500 660,000

1年内返済予定の長期借入金 245,736 230,623

未払金 106,396 48,230

未払法人税等 8,920 2,937

預り金 19,178 24,771

契約負債 87,998 201,749

賞与引当金 － 17,031

事業所閉鎖損失引当金 905 －

その他 59,466 21,380

流動負債合計 1,182,268 1,218,861

固定負債

長期借入金 461,485 408,946

その他 － 13,430

固定負債合計 461,485 422,377

負債合計 1,643,754 1,641,238

純資産の部

株主資本

資本金 440,872 443,722

資本剰余金 324,472 327,322

利益剰余金 △410,393 △414,178

自己株式 △168 △168

株主資本合計 354,781 356,696

純資産合計 354,781 356,696

負債純資産合計 1,998,536 1,997,935
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年７月１日
至 2025年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年７月１日
至 2026年９月30日)

売上高 389,209 497,494

売上原価 289,529 339,664

売上総利益 99,679 157,830

販売費及び一般管理費 165,469 153,728

営業利益又は営業損失（△） △65,789 4,101

営業外収益

受取利息 447 812

為替差益 － 81

販売手数料 2,315 212

固定資産売却益 － 1,077

雑収入 79 32

営業外収益合計 2,842 2,216

営業外費用

支払利息 5,870 7,048

為替差損 116 －

支払手数料 1,008 1,008

訴訟関連費用 1,423 1,815

その他 37 231

営業外費用合計 8,455 10,103

経常損失（△） △71,403 △3,785

税引前四半期純損失（△） △71,403 △3,785

四半期純損失（△） △71,403 △3,785
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 2025年７月１日 至 2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益計
算書計上額
(注)２

ペイメントイ
ンテグレーシ
ョン事業

ペイメントサ
ービス事業

計

売上高

一時点で移転される財又はサ
ービス

57,096 － 57,096 － 57,096

一定の期間にわたり移転され
る財又はサービス

84,313 247,700 332,013 － 332,013

顧客との契約から生じる収益 141,409 247,700 389,110 － 389,110

その他の収益(注)３ － 99 99 － 99

外部顧客への売上高 141,409 247,799 389,209 － 389,209

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 141,409 247,799 389,209 － 389,209

セグメント利益又は損失（△） △58,638 4,148 △54,489 △11,300 △65,789

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△11,300千円は、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益等であり

ます。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 2026年７月１日 至 2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益計
算書計上額
(注)２

ペイメントイ
ンテグレーシ
ョン事業

ペイメントサ
ービス事業

計

売上高

一時点で移転される財又はサ
ービス

171,965 － 171,965 － 171,965

一定の期間にわたり移転され
る財又はサービス

81,529 244,000 325,529 － 325,529

顧客との契約から生じる収益 253,494 244,000 497,494 － 497,494

その他の収益(注)３ － － － － －

外部顧客への売上高 253,494 244,000 497,494 － 497,494

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 253,494 244,000 497,494 － 497,494

セグメント利益又は損失（△） △4,355 17,913 13,557 △9,455 4,101

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△9,455千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益等であり

ます。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2025年７月１日
至 2025年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年７月１日
至 2026年９月30日)

減価償却費 12,454千円 22,601千円
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（重要な後発事象）

（資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分）

当社は、2026年９月25日開催の第31期定時株主総会において、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処

分について承認可決され、2026年10月31日に効力が発生しております。

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

繰越利益剰余金の欠損を填補し、財務体質の健全化を図ることで機動的かつ柔軟な資本政策及び株主還元策の実

施に備えること等を目的として、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分を行うものであります。

２．資本金及び資本準備金の額の減少の内容

会社法第447条第１項及び会社法第448条第１項の規定に基づき、以下のとおり資本金及び資本準備金の額を減少

し、これらをその他資本剰余金に振り替えるものです。

(1) 減少する資本金及び資本準備金の額

資本金 340,872,250円

資本準備金 69,521,700円

なお、当社が発行している新株予約権が減資の効力発生日までに行使されたため、資本金及び資本準備金の額並

びに減少後の資本金及び資本準備金の額が変動しております。

(2) 資本金及び資本準備金の額の減少の方法

発行済株式総数の変更は行わず、減少する資本金及び資本準備金の額の全額をその他資本剰余金に振り替え

いたします。

３．剰余金の処分の内容

会社法第452条の規定に基づき、上記の資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生を条件に、以下のとおりそ

の他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替えることで、欠損填補に充当いたします。

(1) 減少する剰余金の項目及びその額

その他資本剰余金 410,393,950円

(2) 増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金 410,393,950円

４．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程

(1) 取締役会決議日 2026年８月14日

(2) 株主総会決議日 2026年９月25日

(3) 債権者異議申述公告日 2026年９月28日

(4) 債権者異議申述最終日 2026年10月28日

(5) 効力発生日 2026年10月31日


